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 新・人間裁判の第１５回口頭弁論での、佐々

木さち子さん（６８才・札幌市白石区）の陳述

です。 

 私は、昭和 25 年 5月 10 日

に美唄市南美唄で父佐々木歳

松、母ツヨの兄 5 人、姉 1 人

の７人兄弟の末っ子として生

まれました。 

私が 10 歳の時、炭鉱が閉山にな

るので長兄がいた室蘭へ行き、その後昭和39

年に今度は次男のいる札幌へ来ました。 

昭和 41 年 3 月に北辰中学校を卒業後、洋裁

店に1年勤めた頃に針が持てなくなってしま

いやめてしまいました。そして翌年の 3 月タ

ケヤ刷子へ入社。4 年半働きました。 

その後、昭和 47 年イオンスチール家具で働

き、昭和 48 年 9 月に親のすすめで見合いを

して結婚しました。結婚しても働き続けてい

ましたが、子どもが出来たので仕事を辞めま

した。 

4 男 1 女に恵まれましたが、3 人目の子ど

もが出来たときから夫が「子供をおろせ」と

言うようになり、子供に対する愛情もなく、

家のことや子育ての手伝いもしてくれません

でした。生活も大変になり、家庭裁判所で相

談し、昭和６１年 9 月に離婚することを決意

して家を出ました。 

離婚後は子供 5 人をひきとり、白石区へ引

っ越しましたが、半年もたたないぐらいで、

長男が中学校の入学のため父親のもとへ戻っ

ていきました。母子 5 人での生活で私は個人

病院の厨房で働いていましたが、次男が１０

歳、長女８歳、三男６歳、四男１歳でしたの

で、生活費が全然足りなかったため、知人に

生活と健康を守る会を紹介され、すぐに生活

保護を受給しました。昭和６２年の年でした。 

受給して間もなく、体調が悪くなり、5 月 

 

に子宮後屈の手術をし、医者から正常に戻る

まで 3 年かかると言われました。術後 1 年も

たたない時、ケースワーカーから「仕事をし

なさい！」と責められ体調の不安があるなか、

何とか仕事に就きました。 

平成2年8月に子どもがいても良いと言っ

てくれた人と巡り会って再婚をし、生活保護

を廃止しました。ところが、その夫がたまに

しか帰ってこなくなり、翌年には全く帰って

こなくなりました。 

夫の親が、私と子供たちのことを心配をし

て、一緒に保護課へ行って話をしてくれ、平

成3年5月からまた保護を受給するようにな

りました。 

そんな状況の中で平成4年に糖尿病になり、

2 年後右目の白内障手術をし、その後左目も

手術しました。 

子どもたちは、そのような家庭状況の中で、

「中学を卒業したら働くよ」と高校へ進学す

ることなく、次男、３男、４男の子どもたち

は中学校を卒業後、就職し、平成 13 年ごろ

収入が保護費より多くなったため保護を切り

ました。 

その後、男の子供たちは家を出て行き、私

は長女と二人で暮らしながら、短時間のパー

トをしていました。ところが、また体調を崩

し働けなくなったので平成 21年 4月から保

護を受けて現在に至っています。 
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生活保護を受けて、さまざまな病気になり、

安心して病院に行くことができ、これから健

康に暮らしていけると思いうれしかったのに、

生活保護が月額 8000円ほど引き下り、以前

から家のお風呂はプロパンガスなので、シャ

ワーだけなら 6000 円ですみますが、浴槽に

お湯をためると 1万円以上高くなるため、週

に 1回銭湯に行っていましたが、いまはシャ

ワーだけです。食事も手をかけて作るように 

しているため、どんなに節約しても、お風呂

と合わせると 1 万 3,000 円ぐらいかかりま

す。 

食費代は１日１，０００円ぐらいでやるよ

うにしているため、安く売っている店を探し

て買っていますが、私がいろいろの病気をも

っているので、野菜を十分にとらなくてはい

けないのに高くて買えません。 

また、長女はパートで清掃の仕事をして、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 5万円の収入を得ていますが、昼食代と交

通費を合わせると 3万円はかかり、2万円を

食事代にと入れてもらっています。 

そのため、洋服も買う余裕がなく、何年も 

前の物を着ています。下着だけは１年に２・

３枚安いものを買っています。とてもやりき

れない気持ちです。 

私の願いは、東京に住んでいる兄とお互い

元気なうちに会いたいと思っています。でも

そのようなお金を貯めることも出来ません。

また子供たちも結婚をして孫の顔を見せても

らいたいと思っていますが、何かしてあげら

れるお金も貯められません。 

只でさえ低い生活保護費が引き下げられて

人間らしい思いも断ち切られてきていますが、

最後に安心して健康的に暮らしていける生活

保護費に戻していただきたいです。 

 

 

 


